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ラクダの焼印 
―バダインジリン砂漠地域のモンゴル牧畜民を事例に― 
                                        
ソロンガ 
 
はじめに 
 本稿の目的はラクダの焼印をその定義、図柄、名称および焼印をつける位置から詳
細に記述し、紛失ラクダを探す際に焼印をどのように活用していることを明らかにす
ることである。 
 モンゴル牧畜社会において、牧畜民は自分たちの所有する家畜の体のある部位にマ
ークをほどこす風習がある。これらは、家畜の耳に切り込みをいれたり、体部の表皮
に焼印をつけたり、毛と角にペンキを塗ったり、角に刻みをいれたりする。一方で、
家畜に使用する道具に個人的なマークをつけることで所有標識として利用すること
もある。内モンゴルでは、家畜にマークをつける風習をもつ牧畜地域がいくつかある
ことが今までの先行研究でしられている。各地域において家畜の種類とマークの種類
がそれぞれ異なっている。 
 調査地である内モンゴル自治区アラシャー盟アラシャー右旗バダインジリン砂漠
地域では、家畜に焼印、耳印以外にも多様な所有標識をつける風習がある。バダイン
ジリン砂漠の牧畜民はラクダの所有マーキングとして理解されている焼印と耳印を
使用している。他に、ラクダを認識し区別するため、ボイラ（buil）にマークをする、
毛にペンキを塗る、またドゥージン（duujin）をかける所有者ごとの標識も併用され
る形で使用されている。本稿で取り上げるのはラクダの焼印である。 
  
1. バダインジリン砂漠の概要 
1.1 バダインジリン砂漠の自然環境 
内モンゴル自治区（以下内モンゴル）は中国の北部に位置する。中国内陸乾燥地域
に属し、アラシャー盟は内モンゴルの最西端に位置する。その行政組織はアラシャー
右旗、アラシャー左旗、エゼネ旗の 3 つの旗1からなっている（図 1）。内モンゴルの
西南部から西部にかけては砂丘地帯が、最西部には礫砂漠地帯が広がる［児玉 2012：
8］。アラシャー盟には、テングリ（勝格里）砂漠、バダインジリン（巴丹吉林）砂漠、
オラーンブホ（烏蘭布和）砂漠という三つの砂漠が広範囲に分布している。 
アラシャー（阿拉善）右旗はアラシャー盟の中部に位置する。総面積は 7 万 2556
ｋ㎡、日本の総面積のおよそ 5 分の 1 に相当する。アラシャー右旗の標高は西部が最
も高く 2500ｍ以上、東部に向かうに従い低くなり、東部では 900ｍ近くになる。南部  
                                                   
1 旗とは、内モンゴルの行政単位で、日本の郡に相当する。 
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と西南部は山地、西北部は砂漠2である。北、東、西にはゴビ3、丘陵地帯が広がって
いる。 
図 1 アラシャー盟の位置（出典：筆者により作成） 
 
本稿で取り上げるバダインジリン砂漠はアラシャー右旗の西北部に位置し（図 1）、
中国第三の広さをもつ砂漠である。標高は 1,200～1,700m で、砂峰4の高さは 300～
500m である。総面積は 4.71 万ｋ㎡、全アラシャー右旗土地面積の 64.9％を占める。
年平均気温は 7～8℃である。最寒月は 1 月で最低気温は-33.1℃、最暖月は 7 月で最
高気温は 41℃に達する。年平均降水量は 50～60mm で、降雨の特徴は 6 月から 8 月
に集中し、年平均蒸発量は 3,500mm 強である。年平均風速度は 4ｍ/秒で、西北風が
多い。砂漠の主な植物はジャグ、ソハイ、トルログ、ハルガナ、ソリなどである[児玉
2012：29]。 
 
1.2 バダインジリン砂漠の牧畜民および家畜の放牧特徴 
アラシャー右旗の生業は牧畜である。主な飼養家畜はラクダ、ヤギ、ヒツジ、ウ
シ、ロバである。家畜の頭数は約 21 万頭で、そのうちラクダの頭数は 6.8 万頭であ
る。 
バダインジリン砂漠地域はアラシャー右旗のヤブライ鎮5バダインジリン・ガチャ6
                                                   
2 砂漠（Sandy desert）とは、植覆率が 5％以下の流動砂丘地帯である［児玉 2012：113］。 
3 ゴビ（Gobi、Gravel desert）とは、礫石を主とする植覆率が 5％以下の土地である［児玉 2012：
113］。本来はゴビとはモンゴル語で、それがそのまま地理用語になったものである。 
4 砂漠が山のように聳え立つ様子をいう。  
5 アラシャー右旗の 3 つの鎮の一つである。 
6 内モンゴルの行政単位で村に相当する。 
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の管轄下にある。バダインジリン・ガチャ7は 2010 年に成立した。当ガチャはバダイ
ンジリン砂漠地域に暮らしてきた牧畜民により形成されたものである。牧畜民たちは
バダインジリン砂漠の湖沼と、その周縁地帯に暮らしている。2016 年時点でガチャ
の人口は 120 人で 43 世帯である。120 人のうち、モンゴル人が 98 人で約 82％、漢
人が 22 人で約 18％を占める。43 世帯の中で、24 世帯が現在バダインジリン砂漠に
暮らしていない。主にアラシャー右旗の旗中心とヤブライ鎮に暮らしている。主な家
畜はラクダ、ヤギ、ヒツジである。全ガチャの 2013 年から 2014 年 6 月までの家畜
総数は 4,999 頭である。内訳は、ヤギが 2,699 頭で 54％を占め、次いでヒツジが 1,216
頭で 24.3％、ラクダが 984 頭で 19.7％、ウシが 91 頭で 1.8％、ロバが 9 頭で 0.2％
である。 
当該ガチャの土地はすべてガチャの所有地であるが、使用権は 1984 年の第一次分
配と 1997 年の第二次分配8によって世帯単位で私有化され、牧草地の分配が明確化
された。現在ガチャの牧草地総面積は 26 万畝（1 畝は約 667 ㎡）である。ただし、
実際の牧草地の使用状況は季節によって異なる。基本的には、11 月から翌年の 5 月
まで、つまり冬から春には分配通り各自の牧草地を使用する。5 月から 10 月下旬ま
で、つまり夏から秋までの期間においては、牧草地は分配前と同じくガチャ共用と
なる。牧畜民の五畜別の牧草地使用から見ると、ラクダは 11 月から 4 月中旬までは
冬営地で、4 月下旬から 5 月上旬までの 1 ヵ月間は春営地に放牧する。その後、5 月
下旬から 10 月下旬まで当ガチャの土地を越えて、周辺のガチャを含むゴビ草原、砂
漠地域で分配された牧草地に関係なくガチャ内で自由に遊牧する。ヤギとヒツジは
6 月から 10 月の間、分配された牧草地に関係なくガチャ内で自由に遊牧する。11 月
から 5 月末までは牧営地で放牧する。遊牧の間、泉の水、河の水、雨水は家畜の飲
用水になる。冬はこれらの水が凍るため、分配地にある井戸を利用する。降雪量が
多い年は井戸を利用する必要が低くなる。 
 
2. 現地調査の概要 
2.1 調査対象者 
本稿はバダインジリン砂漠での現地調査にもとづいている。調査対象はラクダ牧畜
民のソ氏（2017 年現在 32 歳、1985 年生まれ）とブ氏（2017 年現在 69 歳、1948 年
生まれ）である。 
 
 
 
                                                   
7 1958 年に、バダインジリン・バグとして成立し、アラシャー右旗人民政府の管轄下にあった。1980
年から 1990 年まではアラシャー右旗サラタイ・ソムの管轄下にあり、1991 年から 1999 年まではヤ
ブライ・ソムの管轄下にあった。1999 年から現在まではサラタイ・ソムとヤブライ・ソムを合併し
成立したヤブライ鎮の管轄下にある。 
8 1984 年に実施された第一次放牧地使用権分配で共有地を除くガチャの牧草地を各世帯に分配した。分
配は各湖沼の草量を基本として決めた。第二次放牧地使用権分配が 1997 年に実施され、これは 1984
年の整理整頓である。新しくできた子供世帯を分子世帯にする要望がある牧草地について、1984 年
に分配された牧草地を再分割した。 
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2.1.1 牧畜民ソ氏 
ラクダ牧畜民として取り上げる調査家族のソ氏家は、牧畜を営むモンゴル牧畜民で
ある。ソ氏の居住形態は季節移動を行っていない。ソ氏は一箇所に宿営地を持ってい
る。ソ氏の宿営地はアラシャー右旗人民政府所在地から 140km 離れるところに位置
する。 
ソ氏の家族構成はソ氏（32 歳、1985 年生まれ）、父親、母親、兄とその妻と子供の
六人家族である（図 2）。現在ソ氏の同居家族は父親（71 歳、1946 生まれ）、母親（64
歳、1953 年生まれ）の三人である。ソ氏の兄夫婦（35 歳、1982 年生まれ）は現在ア
ラシャー右旗の旗中心で民族手工芸品の店を経営している。ソ氏は 2006 年に高校卒
業後、両親の跡継ぎとして、地元に戻って牧畜に従事している。 
 
 図 2 ソ氏の親族図（聞き取り調査により作成） 
 
ソ氏はラクダ 66 頭、ヒツジ 23 頭、ヤギ 80 頭、ウシ 25 頭を所有している。ソ氏
の家畜の内訳は表 1 のとおりである。 
ソ氏のラクダの主な利用は、ラクダの騎乗、運搬と毛の売却である。ソ氏の宿営地
は水資源が乏しく、井戸を掘っても水が出ないという地域である。そのため、ソ氏一
家は宿営地から 3km 離れているところの井戸から水を運んで飲用している。水を容
器に入れて運ぶ際に、ラクダを利用している。また、旧正月、近隣や親戚の結婚式な
どに行くときラクダに乗ることが多い。毎年、毛刈り後はラクダの毛を直接売却する
という。2013 年の時点で、ラクダの毛の売値は 1kg あたり 68 元である。 
ラクダ以外の家畜は売却と自家消費である。ヒツジ、ヤギ、ウシとその畜産品は売
却される。自家消費は毎年ヒツジ 1 頭、ヤギ 5～7 頭程度である。ヤギとウシが搾乳
され、ラクダとヒツジは搾乳されていない。 
ソ氏は 2008 年から、ラクダの頭数を増やし、ラクダの牧畜を主なる生業として営
んでいく目的でラクダを飼育している。2015 年までの 7 年間をかけて、28 頭のラク
ダの群れから現在の 66 頭のラクダの群れに増やしたという。ラクダの頭数を増やす
方法は自己繁殖に加え、他の牧畜民からの仔ラクダの購入である。この購入現金はヤ
ギ、ヒツジ、ウシを売却したものである。2013 年の時点で、仔ラクダ一頭は 500～
700 元であった。 
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表 1 ソ氏とブ氏の家畜の内訳 
  ラクダ ヒツジ ヤギ ウシ 
合計 成去勢オス 成メス 3 歳 2 歳 0~1 歳 種オス 合計 合計 合計 
ソ氏 66 22 11 13 11 8 1 23 80 25 
ブ氏 112 22 30 21 16 21 2 25 56 なし 
 
2.1.2 牧畜民ブ氏 
本論で取り上げるもう一つの調査家族はラクダ牧畜民のブ氏（69 歳、1948 年生ま
れ）である。ブ氏家は牧畜を営むモンゴル牧畜民である。ブ氏は 2 箇所に宿営地をも
つ。夏営地はアラシャー右旗人民政府所在地から西北に 78km のところに位置するバ
ダインジリン砂漠の周縁地である。 
ブ氏家族は夫婦二人と六人の子供からなる世帯である。ブ氏の同居家族は妻、五男
とその妻と子供の五人である。ブ氏と妻のツェー氏（65 歳、1952 年生まれ）の二人
は通年放牧をしている。息子五人のうち、二男（43 歳、1974 年生まれ）は大学を卒
業し、中国の北京で働いている。長男（43 歳、1972 年生まれ）、三男（38 歳、1977
年生まれ）、四男（36 歳、1979 年生まれ）は結婚して家から出て、両親からもらった
牧草地でラクダとヤギ、ヒツジの放牧をしている。五男（33 歳 1982 年生まれ）は、
両親の跡継ぎとして両親と一緒にラクダを放牧している。娘（30 歳、1985 年生まれ）
一人は結婚し、アラシャー右旗の政府中心地のモンゴルレストランで仕事をしている
（図 3）。 
 
図 3 ブ氏の親族図（聞き取り調査により作成） 
 
ブ氏は現在ラクダ 112 頭、ヒツジ 25 頭とヤギ 56 頭を飼育している。家畜の内訳
は表 1 のとおりである。 
家畜の具体的な飼育目的は売却と自家消費である。生体売却が主で、自家消費は少
ないという。売却されるのはラクダ、ヤギ、ヒツジとその肉、毛、皮など畜産品であ
る。自家消費は年にラクダ 1 頭、ヒツジ 2 頭程度、ヤギ 6～8 頭程度である。 
ブ氏は毎年一頭のラクダを解体し、干し肉にして一部を都市に住んでいる二男と娘
に送っている。また残りを冷凍して保存し、自分で餃子など料理を作って食べるとい
う。3 月～5 月にかけて、1 か月ぐらい乳を搾り、アイラグ（airaga、ヨーグルト）、
アールル（aaruul 、チーズ）をつくる。毛と皮は現在、利用しないで、売却してい
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る。ラクダの糞を乾燥させて燃料として使っている。運搬、騎乗としても利用してい
る。しかし、舗装道路が通って、四輪駆車を買ってからラクダに乗ることは少なくな
ったという。夏営地と冬営地の移動に荷物を運んでいる。旧正月、近隣や親戚へのお
祝いに行くとき乗る。毎年の 8 月末から 10 中旬にかけて、ブ氏は旅行者を乗せるラ
クダの隊をつくり、お金を稼いでいる。また、毎年の全アラシャー右旗の牧畜民体育
大会でラクダのレースである競駝（けいだ）、ラクダを調教する技術の比べなどラク
ダ競技に参加している。 
 
2.2 調査期間・調査方法 
現地調査は 2013 年 8 月 15 日～28 日、2014 年 8 月 14 日～9 月 04 日、2015 年 8
月 30 日～9 月 05 日、2017 年 2 月 11 日～24 日、2017 年 7 月 3 日～11 日の 5 回に
わたって行われた。調査期間は合計 61 日である。現地調査では参与観察を主として、
住み込み家族の労働にできる範囲で従事し、ラクダ牧畜民の生活、牧畜作業を体験し
た。これによって、牧畜民の生活をより理解することができたと考えている。また、
聞き取りにくわえ牧畜技術の一つである焼印および関連する用語などについて調べ
た。次いでに、2014 年 8 月 28 日にアラシャー右旗で行われた「バイダンジリン鎮の
牧畜民党大会」をきっかけに、22 人の牧畜民にアンケート調査を実施した。アンケー
ト調査の内容は、牧畜民の使っている、また知っている焼印とその形状および名称で
ある。 
 
3. 家畜にマークをつける風習 
 モンゴル牧畜社会において、牧畜民は自分たちの所有する家畜の体のある部位にマ
ークをほどこす風習がある。これらは、家畜の耳に切り込みをいれたり、体部の表皮
に焼印をつけたり、毛と角にペンキを塗ったり、角に刻みをいれたりする。一方で、
家畜に使用する道具に個人的なマークをつけることで所有標識として利用すること
もある。  
 モンゴル牧畜社会において「家畜」というのは、マル（mal）である。マルは、牧
畜対象になる生産家畜だけを意味する[梅棹 1990：521]。モンゴル牧畜社会において
牧畜の対象となっている家畜はラクダ、ヤギ、ヒツジ、ウシ、ウマの五種類である。
この五種類の家畜（以下五畜）をモンゴル語でタブン・ホショ ・ーマル（tabun hoshuu 
mal）という。これらのうち、ラクダ、ウシ、ウマは大型家畜で、モンゴル語でボダ・
マル（bod mal）と呼ばれる。ヤギとヒツジは小型家畜で、モンゴル語でボグ・マル
（bog mal）と呼ばれる。 
 内モンゴルでは、家畜にマークをつける風習をもつ牧畜地域がいくつかあることが
今までの先行研究でしられている。各地域において家畜の種類とマークの種類がそれ
ぞれ異なっている。シリンゴル盟では、ラクダ、ウシ、ウマには烙印をやきつけるよ
うに、ヒツジ、ヤギには耳印をきる。これは所有権をあらわす印となる。このほかに、
母子関係を認識するために、耳にハサミをいれる。これは、個体識別に役立てるため
の、記憶の契機としている［小長谷 1991：180］。この地域では、ウシの角に焼印を
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つけることが一般的で、表皮には焼印をつけない風習がある［ダ・ツアガン 2005：
63-64］。オルドス地域では、五畜にすべて焼印をほどこす風習がある。しかし、ウシ
とヤギの角に焼印をつける。ヒツジと角ないヤギの場合は、耳に焼印を押す。一方で、
ウシの表皮に焼印をつけることもある［ナムジラドルジ 1992：56］。フルンボイル地
域のバルグ族の牧畜民は五畜に焼印と耳印をほどこす風習がある。ラクダ、ウシ、ウ
マには焼印をつける。耳印をいれない。ヤギとヒツジには焼印をつけることはない
［ダ・ツアガン 2005：67］。ジリムの牧畜地域では、ウシの角と耳に焼印をつけるこ
ともある［ダ・ツアガン 2005：68］。アラシャー盟では、ラクダとウマには焼印をつ
ける。ウシの角に焼印をつける、また耳印をいれる風習がある。ヤギとヒツジにはす
べて耳印をほどこす［ソンルブ、スチンビリグ 1989：130-131］。 
 このような風習が内モンゴルの牧畜地域のどの範囲で、どの程度で行われているか
ということは今のところ正確に考察できていない。しかし、ラクダ牧畜が卓越なアラ
シャー盟では、家畜に焼印、耳印以外にも多様な所有標識をつける風習がある。調査
を行ったアラシャー盟アラシャー右旗のバダインジリン砂漠の牧畜民はラクダの所
有マーキングとして理解されている焼印と耳印を使用している。他に、ラクダを認識
し区別するため、ボイラにマークをする、毛にペンキを塗る、またドゥージンをかけ
る所有者ごとの標識も併用される形で使用されている。本稿で取り上げるのはラクダ
の焼印である。 
 
4. 焼印とは何か 
焼印は自家や他人の家畜を区別するための所有標識である。焼印の形状は家庭によ
りそれぞれである。家畜が行方不明になり、紛失した場合、その焼印は決め手となる。
放牧している牛などの家畜が他人の所有物と紛れてしまわないように、自らの所有物
であることを示すためのマーキングである。 
本稿ではラクダの所有標識のもう一つの内容として焼印について、具体的にいうと
焼印の定義、種類と名称、また焼印を押すことを詳細に記述し、紛失ラクダの情報を
伝える際に、ラクダ牧畜民は焼印を用いて、どのようにラクダを識別しているかにつ
いて明らかにする。 
モンゴル語で、焼印はタマガ（tamaga）と呼ばれる。タマガというと、モンゴル人
は押された印あるいは印を押すための道具という意味だと理解する。しかし、先行研
究の資料を比較すると似ているものの若干違った説明が見られる。タマガとは何かを
理解することはその性質と認識することと直接結びつくのである。以下に、先行研究
においてタマガについてどのように定義しているかについて検討しておきたい。 
（1） タマガは馬の後ろ足、牛の角に焼いてから押すための様々な形をする鉄でで
きた道具である［バ・ワンジレ 1990：263］。 
（2） a.行政機関の公文に押される権力の保証となる章のある印。またはそれを紙
に押してあるもの。例えば、政府の印、印の押されている章。 
b.清朝時代につくったモンゴルの行政単位である裁判所のこと。 
c.家畜あるいは物に印として焼く鉄の道具。 
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d.トランプの一種のマーク［シ・ドンルブ 2000］。 
（3） タマガ：モンゴル人は昔から馬に焼印を押す伝統がある。これは遊牧民の独
特な文化である。牧畜民は、家畜を遠く離れた草原へ放牧するので他の群れ
と合流してしまうこと、失踪してしまうことがよくある。そのため、イムと
タマガは大変重要である。家畜の毛色と体格がよく似ていて区別つかないこ
ともあるため、そのときイムあるいはタマガによって区別するのである。焼
印を肉の焼印と毛の焼印と大きく二種類に分けることができる。肉のタマガ
は皮にやや強めに押したものである。毛のタマガは被毛に軽く押したもので
ある［セ・ジャンバルドルジ 1996：145］。 
（4） 遊牧民は五畜（ウマ、ウシ、ラクダ、ヒツジ、ヤギ）に昔から焼印を押す習
慣がある。焼印とは月、人間、動物、植物、物をモデルにして鉄で造った道
具である。遊牧民は焼印を自分の所有する家畜を他人の所有する家畜と区別
する時の証拠である。モンゴルの遊牧民は昔から自分たちの千頭、万頭の家
畜を毛色、特徴によって区別することもできる。だが、失踪した家畜を探す
とき、あるいは他の群れと合流してしまった家畜を識別するとき、イムとタ
マガで法的に動かない証拠とするのである。このため、モンゴル語には、「体
には口が証拠、家畜には焼印が証拠」という諺ができたのである［C．ブヤ
ントグトフ 1988：363－364］。 
（5） 焼印は五畜の中で遠く離れた草原へ放牧するウマとラクダに押す標識であ
る。ウマとラクダの後足と脇腹上に焼印を押す。つまり、目にはっきりと見
えるところに焼いた鉄の道具で押された印を焼印という［セ・ジャンバルド
ルジ 2008：70］。 
（6） 焼印は所有の群れを単位とした管理する際に使われる所有標識である。その
標識の形状は群れの繁盛、家族の安泰を象徴するものである。ラクダの焼印
は目にはっきり見えるところに押した印を指す。アラシャー・モンゴル人は
ラクダの左右頬、左右わき腹、左右足に焼印を押す［ムンクジルガラ 2006：
74－76］。 
以上の定義および説明はそれぞれの分野と視点からの焼印のもつ一部の特徴を説
明している。それらを総合することによって家畜の焼印について比較的全面な認識が
得られる。 
（1） 焼印が押される対象からみると五畜である。主にラクダとウマに押す。 
（2） 道具である焼印の造られた材料からみると、火で焼いて押すので鉄でできて
いる。 
（3） 押した形状から見ると、月、動物、植物などをモデルに造ったものである。 
（4） 家畜に押される目的からみると、自分の所有する家畜を他人の所有する家畜
と区別すこと、また失踪した家畜を探すことである。 
以上にまとめた家畜の焼印に関する記述からは、牧畜民は焼印を一つの所有標識と
してどのように理解しているかを考察する手がかりとなるだろう。本論で取り扱うラ
クダの焼印の意味としては、「紛失ラクダを探し、情報を伝える際に、所有者は自分の
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ラクダを特定し、認識する所有標識である」という意味である。次に、牧畜民は所有
者としてどんな形状のラクダの焼印を使っているか、また紛失ラクダの情報を伝える
ときの名称について記述する。 
 
5. 焼印の図柄と名称 
ラクダの焼印は他の家畜の焼印と同じように群れ単位で行われ、各々家族の持つ焼
印の形は異なっている。家畜の焼印の数は、325 に及ぶと言われている［Ｄ．チャガ
ン 2005：41］。セ・ジャンバルドルジは、24 類の 175 種のラクダの焼印を収集した
［セ・ジャンバルドルジ 2008：146－196］。ムンクジルガラは、アラシャー盟におけ
るラクダの焼印を 115 種記録している［ムンクジルガラ 2006：217－221］。筆者は
バダインジリン砂漠での現地調査では、73 種のラクダの焼印の形状と名称を収集で
きた。表 2 はその収集したラクダの焼印の形と名称に基づいて、作成したものである。
これらの焼印の形と名称は牧畜民の使っている、またよく知っているものである。 
これらの焼印の基本形にはサラ（sara、月）、ナラ/ホゲレゲ（nara /hѳѳreg、太陽）、
ジュージャイ（juujai、くつわ）、ボイラ（buil、鼻木）、アタブチ（atabchi）、アラル
（aral、留め金）、オロン（olong、腹帯）、アラハ（alaha、金槌）、ガラ（gal、火）、
チンダモニ（chindamoni、宝石）、トゥーハイ（tuuhai、分銅）、ハイチ（haichin、
ハサミ）、デゲー（degee、釣）、セレー（seree、銛）、エレデニ（erdene、宝石）、ジ
ョースン（jooson、銅銭）、イルーレ（iluur、アイロン）、スゥイヘ（suihe、耳飾り）、
ジャガスン（jagsan、魚）、アリマン（aliman、梨）、トール（tuur、桃）、ホル（hul、
瓢箪）、オンギ（onggi、輪型）、トゥシ（tushi、四角型）、スゥラ（sur、三角型）、オ
イラン（oilan、渦巻き）、ハス（has、まんじ）などがある。 
焼印の修飾成分を見ると、シレー（shiree、台）、フゥブチ（hubchi、弦）、フゥレ
（hul、足）、デビスゲル（debisger、敷物）、ヌド（nud、目）などを表したものがあ
る。また、交差、あるいは結びなどの位置関係、あるいは縦、横、左向き、右向き、
下向きなどの向きで区別するものもある。 
牧畜民の焼印はこれらの焼印の基本形と変化形の組み合わせからなる。その名称は
形状に当てはまる名称の組み合わせである。 
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表 2 ラクダの焼印 
番号 形 呼び方 意味 
 1  
 
saran tamaga 月の形 
2  
 
dabhar saran  二重月 
3  
 
shireetei sara 台付きの月 
4   
 
hubchitai sara 弦がついている月 
5   
 
shireetei hubchitai 
sara   
台付きで弦がついている月 
6  
 
hultei shireetei sara 足のある台付きの月 
7  
 
nara sara 太陽と月 
8   
 
hos sara 背中を合わせた二つの月 
9  
 
bosoo sar 縦の月 
10  
 
nara /hѳѳreg  太陽・環形 
11  
 
nuden hѳѳreg  目のある太陽 
  12 
  
juujai くつわの環状道具 
13 
   
saran debisgertai 
juujai 
月の下敷き付きのくつわ 
14 
   
shireetei hebtee 
juujai 
台付きの横向きのくつわ 
15  
 
builan tamaga ラクダの鼻木 
16 
 
shireetei atabchi 台付きの腹帯を固まる道具 
17     
 
aral 留め金 
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番号 形 呼び方 意 味 
18  saran debisgertai 
aral  
月の形を下敷きにした留め
金 
19  olong ラクダの腹帯 
 
20  jinstei olong ジンス付きの腹帯 
 
21  alaha 金槌 
 
22  saratai alaha 月の下敷き金槌 
 
23  saran hureetei  
alaha 
月の庭付き金槌 
24  jinstai alaha ジンス付きの金槌 
 
25 
 
gal tamaga 火 
26  
   
chindamoni  魔法の宝石 
27   shireetei  
chindamoni 
台付きのチンダモニ 
28   chindamonitai sar チンダモニ付きの月 
 
29  tuuhai 分銅型 
 
30  saran debisgertai 
tuuhai 
月の下敷き分銅 
31  shireetei tuuhai 台付き分銅 
 
32  jinstei tuuhai ジンス9付きの分銅 
 
33 
 
haichi ハサミ 
34 
 
degee 釣型 
                                                   
9官吏の帽子の上の小球 
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番号 形 呼び方 意 味 
35 
 
sereen tamaga 銛（もり） 
36 
  
mohoo seree 鈍った銛 
37 
 
erdene 宝物 
38 
 
jooson 銅銭の形 
39  iluur アイロン 
 
40  suihe 女性の耳飾り 
 
41 
 
jagsan 魚の形 
42 
   
nudtei jagasu 目のある魚 
43 
   
tal saran tosuurtai 
jagasu 
半月の受け台付き魚 
44 
   
hѳbchitei saran 
tosuurtai jagasu 
弦付きの受け台を持ってい
る魚 
45 
   
hultei shireetei 
jagsan tamaga 
足のある台付きの魚 
46  aliman 梨 
 
47  tuur 桃 
 
48  hul 瓢箪 
 
49  onggi 輪型（小さい） 
 
50    ѳrѳѳ onggi 双輪 
 
51    shireetei ѳrѳѳ  
onggi 
台付きの双輪 
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番号 形 呼び方 意 味 
52  hultei shireetei 
onggi 
足つき台のある輪 
53  ѳrѳѳ onggitoi  
sar 
双輪のある月 
54  tushi  四角形 
 
55  shireetei tushi 台付き四角 
 
56  dabhar dѳrbeljin 二重四角 
 
57  onggitai tushi 四角い庭付きの輪 
 
58  sur 三角型 
 
59  onggitai sur 輪型付きの三角 
 
60  shireetei sur 台付きの三角 
 
61  hultei shireetei sur 足のある台付きの三角 
 
62  hureetei sur 輪付き三角 
 
63  
 
chindamonitai sur チンダモニがある三角 
64 
 
Oilan tamaga 渦巻きの形 
65  dabhar hѳѳreg 二重環形 
 
66  helhe hѳѳreg つながっている環形 
 
67  nuden hѳѳreg 目がある環形 
 
68 
 
jѳb ergesen has 正しい向きのまんじ 
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番号 形 呼び方 意 味 
69 
 
buruu ergesen has 反対向きのまんじ 
70 
 
sartai has 月付きのまんじ 
71 
 
shireetei has 台付きのまんじ 
72 
 
hultei shireetei has 足のある台付きのまんじ 
73 
 
tabu アラブ数字の 5 
出典：アンケート調査による 
 
6. 焼印の位置 
牧畜民はラクダの後肢、尻上、頬に焼印をつける。後肢、尻上と頬の中でも、ジョ
ブ・タラ（jѳb tal、左側）につけられたことが多い。各世帯によって焼印のつけられ
た位置も異なる。また、一か所につけられた焼印もあるし、また二か所のものもある。 
現地調査では、ソ氏のつけた焼印は太陽の形を持つホゲレゲ（hѳѳreg）という焼印
であった（写真 1）。ブ氏の焼印は二カ所につけたヌドン・ホゲレゲ（nuden hѳѳreg）
とシレータイ・アタブチ（shireetei atabchi）という焼印であった（写真 2、3、4、
5）。 
 
 
写真 1 ソ氏の焼印（2013 年 8 月） 
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写真 2、3 ラクダの後肢につけるヌドン・ホゲレゲという焼印 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真 4、5 ラクダの頬につけるシレータイ・アタブチという焼印 
出典：ブ氏による提供（2014 年 5 月） 
 
7. 紛失ラクダの情報伝達における焼印 
7.1 放牧管理・確認作業 
牧畜民たちの年間の放牧管理は大きく二つに分かれる。一つは秋から春まで、つま
り八月の下旬から翌年の五月にかけてである。もう一つは夏である。秋から春にかけ
ては一日一回程度ラクダが牧草地にいるかどうかを確認する。水やりは二、三日に一
回で、その際にラクダの有無を確認する。夏は一か月に一回ラクダの有無を確認する
のみである。夏は雨が多いため、降雨でできた水たまりがラクダの飲用水になり、水
やりをする必要がない。 
牧畜民はラクダを頭数で把握されているわけではない。個々のラクダの顔つきや体
毛の色や特徴を知っている。そして、ラクダの習性をよく把握している。まず、ラク
ダは群れる習性がある。そのため、一頭だけフラフラとどこかに行ってしまうような
ことは少ない。群れの中でもいつもかたまって行動している個体の集合がある。水や
りに来る際にも、この集合で行動する。また、ラクダは非常に強い追随性を持ってい
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て、前に行くものの後ろに従って歩行する習性がある。一方で、ラクダの個体ごとの
性格は異なる。意地を張って牧草地から離れない、いつも群れの先頭に走る、群れの
後ろについていくなどの独特な性格を持っている個体がいる。水やりの際に、水を飲
んでいる群れの中に突っ込む、いつも水槽の片側から水を飲む、水を嫌う、水槽の近
くに来て口から泡を盛んにふく、水槽の水を見たらきれいな鳴き声を出すなど様々な
性格の個体がいる。牧畜民はこれらの特徴を把握し、水やりの際にラクダの有無を確
認する。 
 
7.2 確認 
群れの中でいつもかたまって行動する集合内にいないラクダや、水やりの際にいつ
ものように姿を現さないラクダに気付き、それによってラクダがいないことに気付く。
一頭、または群れの一部がいなくなっていることをわかると、探す作業をする。 
まず、その場で探し始まる。いなくなったラクダの特徴を思い出しながら、群れを
回して探す。 
次に、探しに行く。いなくなったラクダの探しに、多くの場合はバイクでいく。探
しに行く場所は宿営地から近い牧草地と宿営地からおよそ 8km～10km 離れている
より遠くの牧草地である。 
最後に、数日間かけて見つからないと、ほかの牧畜民にいなくなったラクダの情報
を伝えて、助けを求める。 
 
7.3 紛失ラクダの情報収集 
探しても見つからないラクダはゲースン・テメー（gegegsen temee）、紛失したラ
クダ（以下、紛失ラクダ）とよばれる。近隣の牧畜民に紛失ラクダの情報を伝えて、
情報収集をする。この作業を現在は携帯電話、またはインターネットでおこなう。紛
失ラクダを見つけるまで二、三日にかかる場合もあれば、一か月にかかる場合もある。
完全に見つからない場合もある。 
 
7.4 情報収集で伝える紛失ラクダの名称と特徴 
近隣の牧畜民に伝える紛失ラクダの情報は、大きくわけると二つある。一つはラク
ダの生物学的な状態と身体の特徴で、具体的には性別と年齢、毛色、コブの形、体つ
き、足跡である。もう一つは所有標識で、焼印と耳印である。現在は、ボイラと呼ば
れる鼻木、ペンキの印、ドゥージンと呼ばれる首に巻いた布も伝える。 
紛失ラクダを探し、個体の情報を伝える際に、所有標識としての焼印は重要な役割
を果たしている。紛失ラクダの情報をほかの牧畜民に伝える際に、2 つの場合があり、
場合によって伝える焼印の情報が異なる。 
まず、お互いのラクダの焼印をよく知っている牧畜民に伝える場合は、紛失ラクダ
の焼印の名称だけを伝えることで、相手がすぐ焼印の形をイメージすることができて、
探す。また、お互いのラクダの焼印をよく知らなくて経験がない牧畜民に伝える場合
は、焼印の名称とラクダにつけられている位置をよく説明し、また焼印の形も伝える。
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さらに、個体のほかの特徴を付け加えたうえで、紛失ラクダの情報を伝えることもあ
る。 
一方で、夏は毛刈りをするため、毛刈り後は焼印がよく見える。しかし、体毛が厚
い場合は焼印がまわりの毛に隠されて、よく見えなくなる。 
 
おわりに  
 本稿では、内モンゴル自治区アラシャー盟アラシャー右旗バダインジリン砂漠地域
におけるラクダの焼印およびその実際の牧畜での活用を詳述した。 
 焼印の定義、図柄、名称およびそのつけられる位置を詳細に記述することにより、
ラクダの焼印をより深く理解することができた。焼印に関連するこれらの基本情報は
実際の牧畜の中でも重要な役割を果たしている。 
焼印は牧畜民の所有標識として使われつつ、さらに実際の牧畜のおいて重要な役割
を果たしている。特に紛失ラクダを探し、個体の情報を伝える際に、焼印は重要な手
がかりとなっている。 
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